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抗体は免疫グロブリンともよばれ、IgG、IgM、IgA、IgE、IgD の５種類

あります。 
 

IgG 

血液中にもっとも多く分布する抗体で、細菌や毒素と結合

する力が高く、生体防御の役割を担っています。また、抗体の

中で唯一胎盤を通過できるため、母親から胎児に移行して

新生児を守ります。 

IgM 
抗原が侵入したときに最初に作られる抗体です。感染の 

初期に働いて生体防御の働きをします。 

IgA 

粘膜からの分泌液中に多くあり、粘膜から細菌が侵入するのを

防ぎます。また、母乳中にも存在し、新生児の消化管を細菌

などから守っています。 

IgE 

本来、寄生虫に対する免疫反応に関与していると考えられて

います。また、肥満細胞と結合することで、花粉症などの

アレルギー反応に関与するとされています。 

IgD 
Ｂ細胞の表面に存在し、抗体産生誘導や、呼吸器感染防御に

関与するという報告があります。 
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